
　
朝
刊
一
面
の
連
載
企
画
「
手
と
手
と
手
岡
山
発

国
際
貢
献
」
第
四
部
は
、
大
学
の
果
た
す
べ
き
役
割
と

’
可
能
性
を
多
面
的
に
追
っ
て
い
る
。
国
際
協
力
分
野
へ

　
の
人
材
輩
出
、
途
上
国
か
ら
の
留
学
生
受
け
入
れ
な
ど

　
高
等
教
育
機
関
と
し
て
の
働
き
に
と
ど
ま
ら
ず
、
大
学

具
医

　
岡
山
発
言
権
貢
献

自
ら
が
主
体
と
な
っ
て
国
際
貢
献
に
乗
り
出
す
事
例
ま

で
あ
り
、
教
育
機
関
の
持
つ
潜
在
能
力
の
高
さ
と
新
た

な
可
能
性
も
見
え
て
き
た
。

　
対
照
的
に
、
教
育
の
不
備
は
、
遠
因
、
近
因
に
か
か

わ
ら
ず
途
上
国
の
抱
え
る
あ
ら
ゆ
る
困
難
な
問
題
に
つ

な
が
っ
て
い
る
。

　
例
え
ば
、
女
子
の
教
育
水
準
が
上
昇
す
れ
ば
、
子
ど

るドマシ初等学校で授業を受ける生徒たち。アフリカ最貧国の一つマラウイ南

全'校1358人に対し教師は20人だけ校
舎
建
設
、
教
員
派
遣
・
：

も
の
死
亡
率
が
低
下
し
、
家
庭
内
の
健
康
・
栄
養
状

態
が
改
善
、
人
口
増
加
も
抑
制
さ
れ
る
と
証
明
さ
れ

て
い
る
の
だ
。
教
育
の
力
が
い
か
に
大
き
い
か
の
好

例
だ
が
、
ほ
か
に
も
教
育
の
力
を
示
す
事
例
は
枚
挙

に
い
と
ま
が
な
い
。
仕
事
の
選
択
肢
を
広
げ
て
く
れ

る
▽
日
本
を
は
じ
め
複
雑
化
し
た
先
進
諸
国
の
社
会

シ
ス
テ
ム
は
、
高
等
教
育
で
育
成
さ
れ
た
人
材
に
よ

っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
ｉ
な
ど
。

　
ア
フ
リ
カ
な
ど
世
界
の
途
上
国
が
抱
え
る
貧
困
や

飢
餓
な
ど
の
諸
問
題
を
二
Ｃ
一
五
年
を
目
標
に
解
決

し
よ
う
と
目
指
す
「
国
連
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
」

の
中
で
「
男
女
、
地
域
を
問
わ
ず
あ
ら
ゆ
る
子
ど
も

が
初
等
教
育
を
受
け
る
」
と
の
目
標
を
指
げ
、
世
界

中
の
国
、
国
際
機
関
が
支
援
や
自
助
努
力
に
励
ん
で

い
る
の
も
、
教
育
が
人
間
ら
し
い
生
活
を
実
現
す
る

た
め
の
鍵
を
握
る
か
ら
だ
。

　
世
界
に
お
け
る
教
育
の
現
状
や
日
本
の
取
り
組
み

を
デ
ー
タ
を
交
え
て
紹
介
す
る
。
（
藤
岡
慎
吾
）

ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
で
積
極
的

日本の海外支援
　
世
界
第
二
位
の
政
府
開
発
援

助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
国
で
あ
る
日
本
。

(JICA担当分､単位は億円)

宍

吏

抱一手

東

を
持
つ
基
礎
教
育
の
普
及
支
援
を

積
極
的
に
手
掛
け
て
い
る
こ
と
が

デ
ー
タ
か
ら
も
見
え
る
。

　
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）

が
担
当
し
た
無
償
資
金
協
力
で
は

総
額
九
百
Ｅ
十
五
徳
円
の
う
ち
、

教
育
・
研
究
関
連
が
百
七
十
億
円

と
1
8
・
３
％
を
占
め
る
。

　
学
校
校
舎
な
ど
施
設
を
建
設
し

て
量
的
拡
大
を
図
る
】
方
で
、
教

員
養
成
・
研
修
シ
ス
テ
ム
の
強
化
、

教
材
開
発
な
ど
で
質
的
な
向
上
を

図
る
目
的
に
も
使
わ
れ
て
い
号

Ｏ
Ｄ
Ａ
白
書
で
は
「
○
三
年
度
。

　
（
全
世
界
で
）
約
二
百
二
十
万
人

の
児
童
が
日
本
に
よ
る
学
校
建

人間らしい生活実現の鍵
｜

約
百
五
十
二
万
人
が
ア
フ
リ
カ
の

児
童
と
し
て
い
る
。

　
お
金
だ
け
で
な
く
、
人
的
貢
献

の
面
で
も
教
育
支
援
は
柱
だ
。
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
が
行
う
青
年
海
外
協
力
隊

員
事
業
で
は
、
○
三
年
度
に
教
育

・
文
化
関
係
で
五
百
三
上
大
の

若
者
が
海
を
渡
っ
た
。
内
訳
は
、

小
学
校
教
師
が
最
も
多
い
七
十
四

人
。
以
下
、
理
数
科
教
師
六
十
九

人
、
音
楽
三
士
人
な
ど
。
地
域

別
で
は
中
南
米
が
最
多
の
百
五
十

五
人
で
ア
ジ
ア
百
四
十
二
人
、
ア

フ
リ
カ
百
二
十
人
と
続
く
。

　
特
に
ア
フ
リ
カ
で
は
働
き
盛
り

の
世
代
を
エ
イ
ズ
感
染
が
直
撃
。

教
育
現
場
の
人
手
不
足
に
拍
車
を

掛
け
て
お
り
、
今
後
ま
す
ま
す
の

拡
大
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

留
学
生
受
け
入
れ

日
本
で
学
ぶ
外
国
人
留
学
生
割
に
満
た
な
い
。
出
身
国
・
地

祓
竺
九
九
九
年
賀
以
降
、
域
別
で
見
る
と
、
中
国
（
約
ハ

征
過
去
最
高
を
更
新
し
続
け
万
人
）
、
韓
国
【
約
】
万
五
千

蝕
り
、
二
〇
〇
五
年
度
は
十
人
）
、
台
湾
（
約
四
千
人
）
と

一
万
千
八
百
十
二
人
に
上
っ
ト
ッ
プ
３
は
い
ず
れ
も
ア
ジ

に
。
「
留
学
生
受
け
入
れ
は
知
ア
。
他
の
国
を
合
わ
せ
た
ア
ジ

陛
国
際
貢
献
」
と
位
置
付
け
ア
全
体
で
は
九
割
を
超
え
る
。

い
る
日
本
政
府
の
立
場
か
ら
専
攻
の
分
野
は
社
会
科
学
・

八
ぱ
、
一
見
、
申
し
分
な
い
。
人
文
科
学
の
二
分
野
だ
け
で
約

　
「
私
費
留
学
生
」
「
ア
ジ
ア
、
七
万
二
千
人
。
全
体
の
六
割
近

一吋

綸
約
さ
れ
る
。

　
全
体
の
九
割
以
上
が
、
自
前

ｕ
授
業
料
や
生
活
費
を
ま
か
な

っ
私
費
留
学
生
。
日
本
政
府
が

皿
用
を
負
担
す
る
国
費
と
、
外

四
政
府
派
遣
は
合
わ
せ
て
も
Ｉ

　
こ
れ
ほ
ど
ま
で
留
学
生
が
増

加
し
た
の
は
、
八
三
年
に
日
本

政
府
が
打
ち
出
し
た
［
留
学
生

受
け
入
れ
十
万
人
計
画
］
が
背

景
に
あ
る
。
学
費
減
免
支
援
や

入
国
在
留
審
査
簡
素
化
な
ど
の

政
策
を
進
め
た
。
さ
ら
に
経
済

j(万人)

２

０

８

６

４

２

０
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成
長
著
し
い
ア
ジ
ア
各
国
で
進
プ
ク
ラ
ス
も
最
下
位
集
団
も
留

学
意
欲
が
高
ま
っ
た
こ
と
や
、
学
生
と
い
う
大
学
は
決
し
て
珍

少
子
化
に
よ
る
学
生
滅
で
日
本
し
く
な
い
。
日
本
で
の
就
職
の

の
大
学
、
特
に
私
立
大
が
積
極
難
し
さ
か
ら
不
法
就
労
、
不
法

的
な
受
け
入
れ
に
動
い
た
、
な
滞
在
す
る
留
学
生
も
年
々
増

ど
の
要
因
が
相
ま
っ
て
、
八
加
。
ひ
ず
み
が
贋
出
し
て
い

三
年
当
時
わ
ず
か
約
｝
万
人
の
る
。

留
学
生
は
十
倍
以
上
に
な
っ
　
中
央
教
育
審
議
会
は
○
三
年

た
。
　
　
　
　
　
　
末
、
留
学
生
数
五
十
万
人
を
超

　
だ
が
あ
ま
り
の
増
加
に
大
学
え
る
米
国
な
ど
他
の
先
進
諸
国

も
、
国
の
政
策
も
、
日
本
社
会
と
比
べ
、
さ
ら
な
る
量
的
拡
大

全
体
も
追
い
付
い
て
い
な
い
。
の
余
地
を
認
め
な
が
ら
「
質
の

　
「
祖
国
の
期
待
を
担
っ
て
日
本
同
志
を
桂
に
答
申
を
行
っ
た
。

で
学
び
、
卒
業
後
は
帰
国
し
て
受
け
入
れ
大
学
へ
成
績
管
理
の

り
Ｉ
ダ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
」
。
厳
密
化
を
求
め
る
な
ど
、
留
学

こ
ん
な
旧
来
の
イ
メ
ー
ジ
で
は
と
い
う
Ｉ
。
内
な
る
国
際
貢
献
」

く
く
れ
な
い
ほ
ど
、
留
学
生
が
を
取
り
巻
く
状
況
は
今
、
曲
が

多
様
化
し
て
い
る
。
成
績
ト
ッ
り
角
に
あ
る
。

就
学
率
低
い
途
上
国

初等教育昌
器
皿
深
刻
な
貧
困
の

連
鎖

　
日
本
の
小
学
校
に
当
た
る
低
い
の
は
、
サ
ハ
ラ
以
南
の
　
初
等
教
育
就
学
串
が
低
い

初
等
教
育
さ
え
満
足
に
受
け
ア
フ
リ
カ
。
わ
ず
か
6
2
％
と
、
地
域
で
は
、
識
字
率
も
低
い
。

ら
れ
て
い
な
い
子
ど
も
た
ち
三
人
に
一
人
の
子
ど
も
が
学
本
や
新
聞
が
読
め
な
く
て
不

が
、
全
世
界
に
約
一
億
五
千
校
へ
通
え
て
い
な
い
。
以
下
、
便
、
と
い
う
だ
け
に
と
ど
ま

万
人
も
存
在
し
て
い
る
。
オ
セ
ア
ニ
ア
7
6
％
、
南
ア
ジ
ら
な
い
。
薬
の
説
明
書
き
が

　
国
連
が
ま
と
め
た
「
ミ
レ
ア
7
9
％
と
続
き
、
開
発
途
上
分
か
ら
な
い
。
感
染
症
の
大

ニ
ア
ム
開
発
目
標
報
告
２
０
地
域
全
体
で
は
8
3
％
で
、
。
五
流
行
の
際
に
対
策
を
記
し
た

０
５
」
に
よ
る
と
、
地
域
別
人
に
一
人
が
未
就
学
兄
の
計
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
受
け
取
っ

の
初
等
教
育
就
学
率
が
最
も
算
と
な
る
。
　
　
　
　
て
も
分
か
ら
な
い
、
な
ど
生

命
の
安
全
に
も
直
結
し
た

問
題
な
の
だ
。

　
学
校
に
通
え
な
い
の

は
、
授
業
料
や
教
材
費
が

払
え
な
い
、
児
重
労
働
を
を
分
類
す
る
と
、
最
も
裕

せ
ざ
る
を
得
な
い
な
ど
、
福
な
雁
（
8
8
％
）
と
、
最

経
済
的
な
原
因
に
よ
る
。
も
貧
し
い
願
（
6
2
％
）
で

さ
ら
に
問
題
な
の
は
、
親
は
就
学
率
に
大
き
な
開
き

の
貧
困
に
よ
っ
て
子
ど
も

が
教
育
を
受
け
ら
れ
ず
、

大
人
に
な
っ
て
も
職
業
を

　南アジア

゛顕鷹

選
べ
ず
に
貧
し
い
ま
ま
で

い
続
け
る
、
と
い
う
貧
困

の
連
鎖
だ
。

　
同
報
告
で
は
開
発
途
上

地
域
内
で
の
家
庭
の
経
済

力
に
よ
る
就
学
率
の
違
い

も
伝
え
て
い
る
。
経
済
力

ご
と
に
五
段
階
に
各
世
帯

を
分
類
す
る
と
、
最
も
裕

か
お
り
、
貧
困
が
再
生
産

さ
れ
る
状
況
を
浮
き
彫
り

に
し
て
い
る
。
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